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名古屋工業大学の紹介 
沿革 

1905年、官立高等工業学校として創設 

1949年、名古屋工業大学設立 

名古屋が位置する中京地域は世界有数のものづくり産業集積拠点 

(トヨタ、デンソー、オークマ、日本ガイシ、MHI,ブラザーなど） 

地理的位置 
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名古屋工業大学の教育・研究ビジョン 

名工大版理工系人材育成戦略 
 ～社会・産業界の多様な人材ニーズに応える教育システムと 
                   イノベーションリーダーの育成 

工学教育のフロントランナー 

国際的共同研究と産学官連携研究を両輪とする研究体制 
 ～産業界のニーズに応える研究のグローバル展開とイノベーションの創出 

工学のイノベーションハブの構築 

多様な人材の能力を大学の活力に 
 ～女性、留学生、企業人など多様な人材が集うグローバルキャンパス 
   

ダイバーシティ・インクルージョンキャンパス 
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学部 博士前期/後期 

名古屋工業大学 教育システム 

高
度
工
学
教
育
課
程 

技術の深化で未来をリード 
中核的技術者、研究人材 

新しい価値観で未来をリード 
多面的視点を持つ開発人材 
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 分野横断的な教育組織、教育内容。 
 １つの分野を主軸専門とし、他の分野
を計画的、自律的に学ぶ。 

 学生毎にメンター教員を配置し、計画
を指導。 

 多面的な価値、問題解決、
システム化の方法を学ぶ
工学デザイン科目。 

 進路選択の時間ロスを最
小限に。 

 大学院では実践的研究で
の学習を強化。 

創造工学教育課程のポリシー 
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入
学 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

学部課程 大学院博士前期課程 

研究室ローテーション 
２ヶ月×８研究室を体験 

学習とキャリア
を計画（Cプラ
ン) 

研究活動 

達成度評価→大学院へ 卒業 
学士・修士を授与 

研究成果を海外へ展開 
国内外での研究インターンシップ 

創造工学教育課程の６年間 

学部と大学院博士前期を接続し、６年間の学習を提供(ナンバリング制)。 
十分な研究期間を確保。その間、研究インターンシップ等の実践経験を与える。 
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工学デザイン科目 
技術を価値のあるサービスや製品に結びつける方法を体得。 

クリティカルシンキング 
• 議論の組み立て、議論の吟味を学ぶ。論理的思考・批判的思考。 

創造工学概論 
• 学習計画を立てる。創造工学で学ぶ専門分野について学ぶ。 

創造方法論、実践問題解決 
• 課題解決、創造的方法の基礎を学ぶ。 

システム理論、デザイン理論、イノベーション論 
• 技術の創造、システム化、環境・社会との相互作用を学ぶ。 

ＰＢＬ演習 
• 多くの分野の学生が共同して問題を解決する。 

チームによるアクティブラーニング学習 
企業クロスアポイントメント、企業型教員による実践的授業
。 

６年一貫創造課程の工学デザイン科目 
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レベ
ル１ 

レベ
ル２ 

レベ
ル３ 

レベ
ル４ 

レベ
ル５ 

レベ
ル６ 

計画実行 
と学習態度 

専門力 

問題解決力 

論理的 
思考力 

工学者 
の責任 

コミュニケー
ション力 
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尺度 

観
点 

４年までの目標 大学院以
降の目標 

基本的知

識・能力

を有する 

学習・研
究に関連
付けて活
用できる 

独 自 に

改善・展

開できる。 

達成度評価 
ルーブリック 

授業を通じた評価で客観化 
チェックリスト、自己評価、
ワークシート 

６年一貫創造課程の達成度評価と学生指導 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

半年ごとの達成度を評価 

学習計画、学習日誌、研究室
ローテーションのプレゼン資料他 

教員と共有・ふりかえり 
教員ごと２～３名の指導体制 

e-学習ポートフォリオに集約 
（学習の記録） 
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産業界との議論によって価値創造型の人材を育成する創造工学
教育課程を開始。 

 学部・博士前期を接続した課程として設置。 

 学生が自律的に横断的学習を進め、価値創造型人材を育成。 

 ６年を活用した実践経験重視の教育を実施。 

 少人数教育、手厚い学生指導を実施。 

 工学デザイン科目をおき、企業型教員とともに教育。 

研究指導および研究インターンシップを通じての価値創造的人
材の教育手法の開発、教育効果の評価を進める。 

６年一貫創造工学課程の特徴  


